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弊社は、長年にわたり環境に関わる企業として、 

持続的かつ発展的な未来社会と資源の循環型社会を目指しています。 

 

NIK 環境株式会社は、 

持続可能な開発目標を支援しています。 
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持続可能な開発目標(SDGs)は、新たな国際目標として、「国連持続可能な開発サミット」で採択されまし

た。貧困、飢餓、健康、教育、ジェンダー、水と衛生、エネルギーなど、合計 17 の目標からなります。 

 

NIK 環境株式会社では、持続可能な開発目標(SDGs)に対して 

重点的に取り組んでいます。 

 

   

目標 1 

貧困をなくそう 

あらゆる場所のあらゆる形態の貧
困を終わらせる。 

目標 2 

飢餓をゼロに 

飢餓を終わらせ、食料安全保障
及び栄養改善を実現し、持続可
能な農業を促進する。 

目標 3 

すべての人に健康と福祉を 

あらゆる年齢のすべての人々の健
康的な生活を確保し、福祉を促
進する。 

 

   

目標 4 

質の高い教育をみんなに 

すべての人に包摂的かつ公正な
質の高い教育を確保し、生涯学
習の機会を促進する。 

目標 5 

ジェンダー平等を実現しよう 

ジェンダー平等を達成し、すべての
女性及び女児の能力強化を行
う。 

目標 6 

安全な水とトイレを世界中に 

すべての人々の水と衛生の利用
可能性と持続可能な管理を確保
する。 

 

   

目標 7 

エネルギーをみんなに そして

クリーンに 

すべての人々の、安価かつ信頼で
きる持続可能な近代的エネルギー
へのアクセスを確保する。 

目標 8 

働きがいも経済成長も 

包摂的かつ持続可能な経済成長
及びすべての人々の完全かつ生
産的な雇用と働きがいのある人間
らしい雇用(ディーセント・ワーク)を
促進する。 

目標 9 

産業と技術革新の基盤をつ

くろう 

強靱（レジリエント）なインフラ構
築、包摂的かつ持続可能な産業
化の促進及びイノベーションの推
進を図る。 
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目標 10 

人や国の不平等をなくそう 

各国内及び各国間の不平等を是
正する。 

目標 11 

住み続けられるまちづくりを 

包摂的で安全かつ強靱(レジリエ
ント）で持続可能な都市及び人
間居住を実現する。 

目標 12 

つくる責任 つかう責任 

持続可能な生産消費形態を確
保する。 

 

   

目標 13 

気候変動に具体的な対策を 

気候変動及びその影響を軽減す
るための緊急対策を講じる。 

目標 14 

海の豊かさも守ろう 

持続可能な開発のために海洋・
海洋資源を保全し、持続可能な
形で利用する。 

目標 15 

陸の豊かさも守ろう 

陸域生態系の保護、回復、持続
可能な利用の推進、持続可能な
森林の経営、砂漠化への対処、
ならびに土地の劣化の阻止・回復
及び生物多様性の損失を阻止す
る。 

 

  

 

目標 16 

平和と公正をすべての人に 

持続可能な開発のための平和で
包摂的な社会を促進し、すべての
人々に司法へのアクセスを 提供
し、あらゆるレベルにおいて効果的
で説明責任のある包摂的な制度
を構築する。 

目標 17 

パートナーシップで目標を達成

しよう 

持続可能な開発のための実施手
段を強化し、グローバル・パートナ
ーシップを活性化する。 

 

 

NIK 環境株式会社は、長年にわたり環境に関わる企業として、 

持続的かつ発展的な未来社会と資源の循環型社会を目指しています。 
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会社概要 

 

会社概要 

 

商号 ＮＩＫ環境株式会社 

設立 昭和６０年 ５月１０日 

資本金 １，０００万円 

代表者 代表取締役 三宅 正 

従業員数 ５０名 

主な事業内容 産業廃棄物処分業（中間処理） 

産業廃棄物収集運搬業 

一般廃棄物収集運搬業（岡山市・倉敷市） 

倉敷市家庭ごみ委託事業（くらしき美誠共同企業体） 

廃棄物再生業（古紙・金属・プラスチック） 

 

 

事業所案内 

 

本社事業所 

 

所在地 〒711-0907 

岡山県倉敷市児島上の町１－９－６７ 

電話番号 ０８６－４７２－１８２８ 

ＦＡＸ ０８６－４７３－２１１７ 

ホームページ http://nik-kankyo.co.jp/ 

E-mail info@nik-kankyo.co.jp 
 

南倉敷リサイクルセンター 

 

所在地 〒711-0937 

岡山県倉敷市児島稗田町２６６７－５ 

電話番号 ０８６－４７４－８８５５ 

ＦＡＸ ０８６－４７４－８８５５ 
 

水島インター営業所 

 

所在地 〒710-0145 

岡山県倉敷市福江１９５－１ 

 

岡山営業所 

 

所在地 〒710-0151 

岡山県岡山市南区植松５５７－１ 

電話番号 ０８６－２８１－８８６６ 
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SDGs 

 

SDGs（Sustainable Development Goals）とは、国連が定めた「持続可能な開発目標」のことです。 

 

世界のより良い未来を実現するために、地球温暖化対策、再生エネルギー利用の拡大、貧困や飢餓の撲

滅などの１７の目標が、２０１５年に開催された国連サミットで採択されました。 

各国は２０３０年までの目標達成を目指しており、岡山県内でも岡山大学や自治体、弊社を含む民間

企業などが積極的に取り組み始めています。 

 

SDGs の達成に向けた RCE 第 1 回世界会議が、2017 年 12 月 5 日から 3 日間、岡山市で開催され、

NIK 環境株式会社も参加しました。 

 

NIK 環境株式会社では、2006 年より持続可能な開発 

に対して積極的に取り組んでおり、国連の掲げる 

「持続可能な開発目標(SDGs)」を支援しています。 
 

「エコ＆ピース」啓発活動  

弊社の「エコ＆ピース」キャラクター「ラヴちゃん」のテーマソングをつくり、様々な環境イベントやラジオ

番組に出演。 

 

 

環境教育  

幼稚園、小学校での環境教育を実施したり、倉敷市と合同で貯まったどんぐりポイントを望遠鏡と

交換し、子供達を集め野鳥観察会を企画。 
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岡山 ESD 推進  

岡山 ESD カフェに月１回参加。国連大学をはじめ様々な人が集まり、環境や社会問題をテーマ

に活発な意見交換を行っています。 

 

 

 

環境省主催の瀬戸内 ESD プロジェクト参加認定  

岡山県立大学と協働で、森や水の大切さをテーマに子供向けの紙芝居を制作、岡山国際交流

センターで発表。 

 

 

 

廃棄物の燃料化、ハイブリッド車導入の推進  

廃プラスチック、木くず、紙くずを燃料化、ハイブリッド・パッカー車を７台導入し、J-クレジットを利用

してカーボンオフセット。 
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地場産業の活性化  

「ジーンズの聖地」倉敷市児島に本社があるため、デニムを弊社の制服として採用。他社にも呼び

かけ実現している。 

 

 

 

資源循環型社会の構築  

環境に関わる企業として、資源循環型社会の構築を目指しています。 

 

 

 

経済産業省 CFP-PCR 認証  

国内初となる、リサイクル製品でカーボンフットプリント認証取得。 
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どんぐりリサイクル  

身近なところから気付くをテーマに、どんぐりリサイクルを企画。参加団体には、倉敷市長から感謝

状が届く仕組みを構築。 

 

 

 

みずしま財団企画の瀬戸内ごみプロジェクトに賛同  

定期的に、漁場クリーンアップ作戦を実施。 

 

 

 

地域のクリーンアップ作戦  

定期的に、地元住民と共同で、不法投棄に対してクリーンアップ作戦を実施。 
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SD-1st 

 

 

資源物をリサイクルして「どんぐりポイント」を「貯める！」「寄付する！」 

すぐに始めることができる SDGs 

資源物をリサイクルした量に応じて「どんぐりポイント」を付与します。ポイントを貯め、倉敷市環境学

習センターへ寄付することで SDGs を実現でき、報告をすれば倉敷市から感謝状がもらえます。企

業の方は ESG セレクトリーダーズ指数格付けモメンタム（昇格）、CSR 報告書作成にお役立てく

ださい。 

CO2 削減に貢献！ 

この SDGs 活動は「CFP（カーボンフットプリント）制度」により、資源物をリサイクルするときに排出

される CO2 を倉敷市の J-クレジットを利用して「CO2 排出量 ”ゼロ”」を実現します。 
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ESG 

 

 

ESG セレクトリーダーズ指数格付けモメンタム（昇格）にお役立てください。 

 

ESG とは、環境（Environment）、社会（Social）、ガバナンス（Governance）の頭文字

を取ったものです。 

 

この三要素についての分析を基に、地球温暖化対策や女性の活躍、社外取締役の招聘などに積

極的に取り組む経営姿勢を投資判断（インパクト投資、サステナビリティ・テーマ投資、エンゲージメン

ト議決権行使、ESG インテグレーション、スクリーニング）に活用し、優れた経営をしている企業に投

資する「ESG 投資」が、近年、注目されています。 

 

こうした ESG 課題に取り組むことは企業価値の向上や持続的な成長につながると考えられているた

めです。 

 

「ESG 投資」は、国連が機関投資家（日本年金機構など）に責任のある投資を呼びかけたのを

契機として、運用額が日本円でおよそ２，５００兆円と急増し、世界の投資額の４分の１を占め

るまでに拡大しています。 

 

たとえば、弊社の「SD-1st」などの参加実績や実践フェイズを、ESG 評価レポートに反映させ、

MSCI ジャパンへ報告することで、ESG セレクトリーダーズ指数格付けモメンタム（昇格）にお役立て

ください。 
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ESG の各課題の項目例 

 

（環境） 

自然環境や生物多様性への配慮 

環境汚染への対応 

省エネ、CO2 排出量の削減努力 

（社会） 

労働環境への配慮 

人権問題への対応 

地域社会への貢献 

（企業統治） 

経営の透明性 

情報開示 

資本効率への意識 

 

 

主な ESG 投資の手法 

 

インパクト投資 

社会的課題の解決につながるビジネスを行う企業などに直接投資を行う 

サステナビリティ・テーマ投資 

再生可能エネルギーなどサステナビリティに関係するテーマや企業に投資を行う 

エンゲージメント・議決権行使 

株主として、企業に ESG 課題への取り組みに対して働きかけを行う 

ESG インテグレーション 

財務情報だけでなく、ESG の視点からの非財務情報も含めて投資対象の分析を行う 

スクリーニング 

ネガティブやポジティブなど、一定の基準の判断に基づいて銘柄を選別する 

 

 

ESG 投資で評価されるのは、企業による社会・環境課題の把握と、それに基づく自主的な取り組みです。

つまり、自社が何をしようとしているのかを対外的に示す覚悟（コミットメント）が重視される様です。 

 

ESG 投資家が見るコミットメントとは、サステナビリティ方針や環境ビジョン、行動規範と呼ばれるもの（企

業の中で正式な決裁を得たもの）の中身と、魅力のあるトップメッセージです。 
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ESD 

 

ESD とは、Education for Sustainable Development の略で、「持続可能な開発のための教

育」と訳されています。 

ESD は、環境、貧困、人権、平和、開発といった問題を、身近なところから取り組むことにより、持続可

能な社会を目指す教育活動です。 

 

NIK 環境株式会社では、身近なところから 

ESD 活動に取り組んでいます。 
 

NIK 環境株式会社での ESD 活動は、2014 年に岡山市で開催されたユネスコ ESD 世界会議で、重

要取組組織に指定されています。 

 

 

 

 

2007 年 岡山県ストップ温暖化賞受賞 

CO2 排出量の数値化と顧客への情報提供による「CO2 排出量の見える化」の取り組みが岡山県に

認められ、「ストップ温暖化賞」（岡山県地域温暖化防止プロジェクト）を受賞しました。 

 

 

 

2010 年 NHK 岡山「環境を考える」で特集番組が放送される。 

廃棄物の排出に関わる CO2 排出量の「見える化」により、排出事業者に対して廃棄物の低減と CO2

排出量の低減を働きかける活動を取り上げられました。 
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2013 年 （公社）全国産業廃棄物連合会より、CSR2 環境貢献賞受賞 

地域の市民、自治会や企業がリサイクルによって行ったCO2削減努力を排出権として評価し、日

本国政府口座に移すことで、日本国の京都議定書 CO2 排出削減目標達成に貢献します。 

 

 

2013 年 経済産業省 CFP-PCR、製品認定を受ける。 

経済産業省の CFP プログラムに参加し、CO2 排出量の「見える化」による事業者・消費者等間

のコミュニケーションの活性化を目指します。 

 

 

2014 年「どんぐりリサイクル」を企画 

「どんぐりリサイクル」を発展させ、「SD-1st」を運営し、倉敷市の環境保全活動に貢献しています。 

経済産業省のどんぐりポイント制度には西日本で初めての参加となりました。 

 

 

2014 年 ユネスコ世界会議「重要取組組織」の指定を受ける。 

2014 年ユネスコ世界会議（開催：岡山市）岡山地域 ESD プロジェクト ESD 重点取組組

織に指定されました。 

 



－ 15 － 

 

 

2014 年 弊社「どんぐりリサイクル」参加団体に倉敷市市長名で感謝状を授与される。 

弊社「どんぐりリサイクル」の取組みは、倉敷市が管理する「くらしきサンサン倶楽部」のクレジット活

用による CO2 削減の推進や、経済産業省が推奨する「どんぐりポイント制度」による地域貢献、

エコ活動に寄与しているとして、「どんぐりリサイクル」参加団体に感謝状を授与されました。 

 

 

2015 年 岡山県「地球温暖化防止活動推進」で表彰される。 

岡山県備中県民局長より、地球温暖化を防止する活動を実践し、その取組が他の模範となる

個人・団体として、「地球温暖化防止活動推進」で表彰されました。 

 

 

環境省中国地区 ESD プロジェクト 

2017 年 環境省の ESD 関連事業の一環として、岡山県立大学とのコラボレーションにより、環

境教育教材として紙芝居を製作発表しました。 

 

 

国際会議をはじめ、環境展へ多数出展。 
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2015 年 弊社のキャラクター（ラヴちゃん）「全国ゆるキャラグランプリ」に参加。 

弊社の「エコ＆ピース」のキャラクター（ラヴちゃん）「全国ゆるキャラグランプリ」約１８００体中

１０２位になりました。 

 

 

弊社のキャラクター「ラヴちゃん」各種イベントで「エコ＆ピース」啓発活動に活躍。 

弊社の「エコ＆ピース」のキャラクター「ラヴちゃん」が、環境と平和について、子供たちに親しみやすく

伝えます。 

 

 

2017 年 SDGｓの達成に向けた RCE 第１回世界会議（岡山市）に参加する。 

 

 

 


